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　第 5 章　アメリカの FTA 政策─競争的自由化は機能したか―













策定による通商覇権の再確立，の 3 点が挙げられている。そして以下の 3 部にわたって B. クリ



























まえてヨルダンとの FTA に調印した（2000 年）。その中で規定された労働・環境規定―関連す
る国内規定の遵守をヨルダンに求めるもの―が，この問題に関する準拠点となり，続くブッシュ
政権期における TPA の獲得につながったと評価する。








善を進めた。そして 2000 年には中国の WTO 加盟の前提となる米中二国間交渉は妥結し，議会
もそれを承認した。
続く第Ⅱ部では，G.W. ブッシュ（George W. Bush）政権期（2001〜2008 年）の通商政策が
考察される。










第 5 章，第 6 章ではブッシュ政権の FTA 政策が考察される。第 5 章では，その全体的な特
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第 9 章では，オバマ政権の通商政策の全体像が考察される。第 1 期オバマ政権は，医療保険
改革や景気対策に代表される国内政策を重視し，通商政策は放置された。しかし第 2 期オバマ
政権は，2013 年以降，EU との FTA である環大西洋貿易投資パートナーシップ（TTIP）とア














し議会においては，民主党が公正貿易論を掲げ，TPA や FTA に抵抗する一方，TAA の拡大
を強く要求した。オバマ政権は民主党ではなく，共和党側の支持を得ることで，TPA の獲得に
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